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　この新原価計算方法を各生産拠点に導入していくこと
で，グローバルな原価評価を行うことができるようになる．
また，顧客ニーズの中でも特に重視されるコストについて
は，たとえば拠点ごとの原価比較を行うことで正確な意思
決定が可能となる．この結果，経営計画に対して適切な事
業戦略の策定が可能となると考えている．

⑷　サプライチェーンの見える化
　生産のグローバル展開においては，グローバル調達も重
要な課題である．これまでの管理手法では，購入品の調達
先が近距離であれば，連絡頻度を上げて納期の確認を十分
に行えるなど，問題は発生しにくい状況にあった．一方，
グローバル調達においては，調達先が全世界にまたがるた
め考慮すべき項目は複数存在する 3 ）．
　油圧ポンプを例として挙げると，比較的部品数の少ない
ものでも40種類以上の部品から構成されているため，工場
内での生産活動が適正に管理された状態であっても， 1 つ
の購入品が納入遅延することで，顧客の要求納期を守れな
くなるという事態を引き起こす．調達がグローバル化する
と，購入品の納入管理はより複雑になる．
　上記の問題を想定して，サプライチェーンの見える化に
取り組むこととした．具体的には，マザー工場である西神
戸工場で採用している生産管理手法の業務フローをモデル
化し，生産管理システムとしてパッケージ化した状態で調
達先において使用してもらう．これにより生産管理の基本
的な考え方を調達先と共有できるようにする．
　モデル化される生産管理手法の概要を図 ₅ に示す．現在

の業務フローでは，設備能力試算・生産計画・生産指示・
在庫管理が主である．ここにICT/IoT技術を用いたピッキ
ングと実績収集を加えることで，新たな生産管理システム
を構築する．
　本生産管理システムにより，グローバル展開された生産
体制の下においても，納期および在庫の管理をボーダーレ
スで行えるようになる．

あ と が き

　グローバルな顧客ニーズに対応することを目的として，
ICT/IoT技術を活用した見える化の推進により，西神戸工
場と同じレベルの管理でグローバル展開する足掛かりがで
きた．さらに，地産地消型生産体制を推進していくことも
可能となった．
　今後も，顧客ニーズの変動に対応できるフレキシブルな
生産体制を構築するとともに，モーションコントロールの
トップブランドとして技術革新を進めていく．
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図 ₅ 　モデル化された生産管理手法
Fig. ₅ 　Modeled production control method
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